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和歌山はどんなところですか 

胡 瓔容 

教育学部 交換留学生 中国 

 

「4 月から交換留学で 1 年間日本に行きます。」 

  「日本のどこに行きますか。」 

  「和歌山です。」 

  「和歌山はどこですか。」 

  「ここですよ。」地図を指さして見せました。 

  「和歌山はどんなところですか。」 

 「わかりません。」 

 これは、和歌山に来る前に交わした会話です。その後、不安と好奇心をもって未知の場

所へ冒険に出かけました。和歌山に来て３か月が過ぎました。私はここでの生活に完全に

適応したようで、充実した生活を送っています。ときどき道を歩いているとき、「和歌山

はどんなところ？」と聞かれることがあります。  

和歌山に住んでいると、海を見たいときはす

ぐに見に行けるし、いつでもそこで波の音をき

くことができます。また、海沿いの美しい入相

と巡り合って、夕陽が少しずつ海面に消えてい

くのが見えます。わたしは、砂浜で様々な貝殻

を拾ったり、打ち上げられた魚を家に持って帰

ったりします。靴を脱いで海に駆け込むと、海

の冷たさと砂の柔らかさを感じます。海岸線を

ぶらぶらと歩いて、潮風に吹かれてアイスを食

べます。波を見ていると、波が砂をさらっていくかのように、私の悩みも取り除いてくれ

ているように感じます。 

 

和歌山の天気は変わりやすいです。ぽかぽか陽気の日もあれば、日差しがとても強く

て、目を開けることができないぐらい日差しが強い日もあります。また、土砂降りの雨が

降ることもあれば、雨が滝のように階段から流れ落ちてくるときもあります。北風が傘を

一気に吹き飛ばす日もあります。雲ってくると、雨上がり草花の香りが辺りを満たし、道

端にある名前の知らない小さな花の色が明るく見えるようになります。 
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和歌山の空は息を吞むほど美しいと思います。染まったような青い空には、山のよう

な入道雲があります。背伸びをすれば、雲に触れられる

ほど近くに感じます。日の入りには、夕焼けが広がり、

雲が燃えるような赤色に染まり、空全体を覆っている景

色を見ると、元気が出ます。 

和歌山は、毎日同じ道を歩いていても、驚きがありま

す。町には花が咲き、畑には実が成っています。旅先で

撮った、スマートフォンの待ち受け画面にしたいくらい

素敵な風景を見つけることができます。景色はとても美

しく、歩きながらイヤホンで音楽を聞くと、私は歌の世

界に入り込むことができ、元気が出ます。夕焼けに出会

ったときは、立ち止まって夕日が沈むまで見ることがあ

ります。 

和歌山は、とても人が優しくていいところだと思いま

す。例えば、スーパーで会った人が、私に気をつけて帰

って、と言葉をかけてくれます。また、道で物を落とし

たとき後ろの学生が拾ってくれたことがあったり、車は

いつも歩行者優先で歩行者に気づくと止まってくれたり

します。犬の散歩をしている飼い主は、通行人が近づく

と、相手を怖がらせないように、犬を抱えます。今、

「和歌山はどんなところですか。」と聞かれたら。「素晴

らしいところだ」と、言うことができます。 
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   和歌山是哪？ 

 

胡璎容 

中国 

 

“4 月开始，我要去日本交换留学一年。”  

  “去日本的哪呀？”  

  “和歌山。”我指着地图给他们看。  

  “和歌山是哪？”  

    …… 

我不知道。  

就这样，我带着两件行李和不安好奇来到了和歌山，开启这场未知的冒险。  

时间一晃三个月，我好像已经完全适应了这里的生活，每天都过着看似波澜不惊的生

活。不过，有的时候走在路上，我的耳边还是会突然响起一个声音：“和歌山是哪？”  

和歌山是一个想看海就能马上听到海浪撞击岩石的地方。在海边邂逅美丽日落，看夕阳

一点点消失在海平面。在沙滩捡拾各式各样的贝壳，送搁浅的小鱼回家。脱掉鞋子和袜子跑

进海里，感受海水的凉爽和沙子的柔软。沿着海岸线漫无目的地走，吹着海风吃冰棍，和朋

友一起开怀大笑，海浪带走沙子就像带走我的烦恼。  

和歌山是一个天气变来变去的地方。今天晴空万里，太阳火辣辣地照得人睁不开眼。明

天狂风暴雨，高高的楼梯变成瀑布，北风一下就能吹断伞的骨架。后天虽然有点多云，但是

空气里弥漫着雨后青草的香气，路边叫不上名字的小野花的颜色好像变得更加鲜亮。  

和歌山是一个不经意间抬起头就会发出惊叹的地方。又低又厚的云总是和碧蓝如洗的天

空一起出现，让人觉得踮起脚就能摘下一朵，又或者下一秒就会掉下来套在我的脖子上。傍

晚的时候，夕阳把云照成火红的颜色，铺满整片天空，再疲惫的人这时候抬起头也会被自然

的调色盘治愈。  

和歌山是一个即使每天都走同一条路也能给人惊喜的地方。今天路边的花开了，明天地

里的果子熟了。放学路上随手一拍就能当作手机壁纸，带上耳机好像就能走进歌里的世界。

拐过一个街角遇见火烧云，于是决定就停在这里目送太阳下班。  

和歌山是一个充满友善的地方。在超市里会被素不相识的校友叮嘱一定要保重，走在路

上掉了东西会被后面的同学捡起来急匆匆追上来归还，十字路口的汽车总是礼让行人，遛狗

的主人会提前把狗抱起来避免吓到路人。  

“和歌山是个什么样的地方呀？”  

“是个很好的地方，对吧。”  

 

 


